
２０１４年度 活動計画

一般社団法人日本地質学会 関東支部



２０１４年度 活動方針

方針
（１）学術大会の大きな転換をめざす2016年大会

１）支部と会場校の強固な連携による運営

２）会場校を私学へ

（早稲田大と岡山理科大以外はすべて国立）

３）4年間にわたる多彩な準備の集大成

４）現場から先端化をめざす地質学：

関東支部らしい大会の内実

５）他学会（支部を含む）との多角的広領域的な連携



（２）2016をめざす今年度の４つの柱

１）多彩な活動を旺盛に展開しつつ、大会の内容作り

２）巡検準備の開始

３）会場校との協議、準備委員会態勢の構築と整備

４）若手会員の拡大：イベントごとに目標を設定



活動計画

4月：支部総会、支部新体制発足、

フィールドキャンプ募集開始

5月：地質の日（5月10日）、

2014年度春季地質調査研修（5月12日～16日）

教師巡検下見

5月17日：汚染水に関する緊急学習会（日大文理学部）

7月：第2回2016年大会準備委員会（予定）

8月：フィールドキャンプ（8月25日～30日
（東大清澄演習林）、

教師巡検（茨城県方面を予定）

9月：地質学会（9月13日～15日 ＠鹿児島）



10～12月
地滑り破砕帯の構造地質学ショートコース

富士山巡検

西伊豆ミニ巡検

地学教育サミット

2月：第3回2016年大会準備委員会（予定）



学会活動への積極的な参加を希望します

本会と連携し、
今後も関東支部は社会に根ざした地質学を
めざしていきます。

これからもご意見をいただき、活動に反映させてい
きます。

関東支部 幹事一同



2014年度 予算案（1）
一般社団法人 日本地質学会 関東支部

＜支出の主な項目＞
・一般向けの巡検
→巡検2回、ミニ巡検2回

・特定の目的のための巡検
→教師巡検、フィールドキャンプ

・検討会等
→地質伝承会、サミット、緊急検討会

・支部の管理費、2016年大会準備費



2014年度 予算案（2）
一般社団法人 日本地質学会 関東支部



2014年度 予算案（3）
一般社団法人 日本地質学会 関東支部

⇒活動費として475,035のマイナスを計上


